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一 

は
じ
め
に 

 

歌
舞
伎
は
江
戸
時
代
に
発
展
し
、
二
〇
〇
八
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
、

日
本
固
有
の
演
劇
で
あ
る
。
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、「
女
形

お

や

ま

」
が
存
在
し
、
男
性
の
役
だ
け
で
は
な
く

女
性
の
役
も
男
性
が
演
じ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
歌
舞
伎
を
演
じ
る
の
は
、
な
ぜ
男

性
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。 

 

二 

歌
舞
伎
成
立
の
歴
史
的
経
緯 

 
 

歌
舞
伎
は
ど
の
よ
う
に
発
祥
し
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立
し
た
の
か
。『
日
本
大
百
科
全

書
』「
歌
舞
伎
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
歌
舞
伎
の
始
ま
り
は
阿お

国く
に

（
一
五
七
二
～
？
）
と
い
う
女
性
が
演

じ
た
念
仏
踊
り
だ
と
さ
れ
、
当
時
の
様
々
な
風
俗
を
取
り
入
れ
た
結
果
、「
阿
国
か
ぶ
き
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。「
阿
国
か
ぶ
き
」
は
流
行
や
風
俗
を
取
り
入
れ
た
即
興
的
な
歌
舞
で
あ
っ
た
こ

と
や
、
女
性
主
体
で
肉
体
的
魅
力
を
売
り
と
し
た
こ
と
が
庶
民
に
受
け
、「
か
ぶ
き
お
ど
り
」
と
呼
ば

れ
る
に
至
り
、
遊
女
た
ち
も
追
随
し
て
女
歌
舞
伎
が
全
国
に
広
ま
っ
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
注

１
）
。
す
な
わ
ち
、
初
期
の
歌
舞
伎
は
肉
体
的
魅
力
を
前
面
に
出
し
、
即
興
的
に
歌
舞
す
る
女
性
主
体

の
芸
能
と
し
て
世
に
広
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

『
国
史
大
辞
典
』「
歌
舞
伎
」
の
項
に
は
、「
遊
女
が
主
役
の
女
歌
舞
伎
は
風
俗
を
乱
す
と
い
う
理

由
で
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
禁
止
さ
れ
、
若
衆
が
女
役
を
演
じ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
若
衆
歌

舞
伎
で
あ
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（
注
２
）
。
ま
た
、
同
じ
く
『
国
史
大
辞
典
』「
若わ

か

衆し
ゅ

歌
舞
伎
」
の

項
に
よ
れ
ば
、
こ
の
若
衆
歌
舞
伎
は
女
歌
舞
伎
に
代
わ
っ
て
台
頭
し
た
が
、
若
衆
（
ま
だ
前
髪
を
切

っ
て
ま
げ
を
結
っ
て
い
な
い
、
元
服
前
の
男
子
）
の
役
者
が
男
色
の
対
象
と
な
っ
た
た
め
、
風
俗
を

乱
す
と
い
う
理
由
で
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
に
禁
止
さ
れ
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）
。
す

な
わ
ち
、
幕
府
に
よ
る
女
歌
舞
伎
の
禁
止
で
台
頭
し
た
若
衆
歌
舞
伎
は
、
女
歌
舞
伎
同
様
に
風
紀
を

乱
す
と
み
な
さ
れ
、
禁
止
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
の
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
、『
日
本
大
百
科
全
書
』「
歌
舞
伎
」
の
項
に
、「16

53

年3

月4

日
「
再
御
免
」
と
な
っ
た
が
、
風
紀
上
の
弊
害
を
抑
え
る
た
め
に
二
つ
の
条
件
が
つ
け
ら
れ
た
。
前

難読の漢字にはルビを振る

こと。なお、Word ではルビを

振ると行間の幅が開いてし
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髪
を
切
る
こ
と
と
、
歌
舞
を
控
え
て
「
物も

の

真ま

似ね

狂
言
づ
く
し
」
を
や
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
前

髪
を
切
っ
て
月さ

か

代や
き

を
剃そ

っ
た
頭
に
ち
な
ん
で
、
こ
れ
以
後
を
「
野や

良ろ
う

（
野
郎
）
歌
舞
伎
」
と
い
う
」

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
（
注
４
）
。
こ
こ
に
い
う
「
物
真
似
狂
言
づ
く
し
」
と
は
、『
日
本
国
語
大
辞

典
』「
物
真
似
狂
言
尽
」
の
項
に
い
う
と
こ
ろ
の
、「
歌
舞
伎
芝
居
の
異
称
。
江
戸
時
代
、
承
応
元
年

（
一
六
五
二
）
の
若
衆
歌
舞
伎
禁
止
以
後
に
興
行
を
許
可
さ
れ
た
野
郎
歌
舞
伎
で
、
写
実
風
の
演
劇

的
要
素
の
濃
い
も
の
」
を
指
し
て
い
る
（
注
５
）
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
若
衆
歌
舞
伎
の
禁
止
に
よ
っ
て
、

成
人
男
性
主
体
の
演
劇
と
し
て
の
歌
舞
伎
が
誕
生
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
女
歌
舞
伎
の
禁
止
に
よ
っ
て
男
性
主
体
の
歌
舞
伎
が
広
が
り
、

歌
舞
だ
け
で
は
な
く
演
劇
に
重
き
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
現
代
ま
で
続
く
歌
舞
伎
の
土
台

が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

三 

新
派
劇
の
女
形
と
現
在
の
歌
舞
伎 

 

新
派
劇
は
明
治
中
期
に
起
こ
っ
た
現
代
劇
で
あ
り
、
歌
舞
伎
と
、
西
洋
の
近
代
演
劇
の
影
響
を
受

け
た
新
劇
と
の
中
間
の
位
置
に
あ
る
。『
国
史
大
辞
典
』「
演
劇
（
近
代
）」
の
項
に
よ
れ
ば
、
新
派
劇

は
、
阿
国
歌
舞
伎
禁
止
以
来
、
二
百
六
十
二
年
ぶ
り
に
女
優
を
登
用
す
る
一
方
で
、
旧
伝
統
の
女
方

俳
優
を
併
用
し
て
い
た
（
注
６
）
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
く
『
国
史
大
辞
典
』「
女

お
ん
な

方が
た

」
の
項
に
は
、「
明

治
時
代
に
生
ま
れ
た
新
派
劇
も
女
役
に
女
方
が
扮
し
て
い
た
が
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
女
優
に
な
っ

た
」
と
あ
る
（
注
７
）
。
な
ぜ
新
派
劇
か
ら
女
形
が
姿
を
消
し
た
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
増
子

博
調
「『
か
ぶ
き
・
を
ど
り
・
女
形
』
―
―
所
作
事
源
流
考
―
―
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

女
形
の
仕
事
は
も
と
も
と
肉
体
的
条
件
と
し
て
、
女
性
の
し
な
や
か
さ

、
、
、
、
、
よ
り
は
男
性
の
体
力
を 

求
め
た
。
し
か
し
演
技
の
上
で
は
男
の
筋
骨
を
隠
し
て
、
あ
く
ま
で
女
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
た
め
の
苛
酷
な
試
練
に
女
形
は
耐
え
た
の
で
あ
る
。
男
を
生
か
し
て
男

を
否
定
す
る
、
こ
の
矛
盾
し
た
作
業
の
厳
し
さ
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
女
形
を
「
女
以

上
の
女
」
に
仕
立
て
上
げ
る
の
で
あ
る
。「
女
以
上
の
女
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
比
喩
的
表
現
に
過

ぎ
な
い
が
、
論
理
的
に
は
架
空
の
存
在
、
言
い
換
え
れ
ば
虚
構
の
女
、
そ
の
息
づ
か
い
は
、
や

は
り
虚
構
の
場
で
し
か
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
虚
構
と
い
え
ば
、
演
劇
自
体
が
す
で
に
虚
構

で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
、
様
式
化
さ
れ
た
舞
台
で
は
日
常
性
が
厳
し
く
拒
否
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
が
様
式
的
な
舞
台
構
成
に
組
み
こ
ま
れ
る
限
り
に
お
い
て
生
彩
を
帯
び
る
。
そ
こ
で
は
虚

構
は
虚
構
の
ま
ま
に
実
存
と
な
り
、「
造
花
」
の
女
に
生
命
が
蘇
え
る
。
夢
幻
の
舞
台
に
女
形
の

美
し
さ
が
輝
く
の
で
あ
る
。
写
実
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
の
演
技
が
、
こ
う
し
た
舞
台
に
な
じ
ま
ぬ

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
逆
に
、
女
形
の
芸
が
リ
ア
リ
ズ
ム
の
演
出
に
な
じ
ま
ず
、
女
優
と

競
演
し
て
浮
き
上
る
結
果
に
な
る
の
も
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
（
注
８
）
。 

引用部が長くなるときは、このよ

うに全体を二字下げにすること。 

リポートの筆者が、強調するため引用文に傍点をつけた場合は、引用

部の末尾に（傍点は筆者による）と記すこと。ここでは原著に傍点が

ついているので何も記していないが、（傍点原著）と記す場合もある。 

論文名・作品名は「」でくくる。 
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す
な
わ
ち
、
様
式
化
さ
れ
た
虚
構
の
世
界
、
歌
舞
伎
の
演
出
の
中
で
こ
そ
、
性
差
を
越
え
て
女
性

ら
し
さ
を
追
求
し
た
女
形
の
芸
は
映
え
る
の
で
あ
り
、
「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
演
出
」
や
本
物
の
女
性
と

は
調
和
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
、
引
用
部
冒
頭
の
「
肉
体
的
条
件
」
に
つ
い
て
、
増
子
氏
の
同
論
文
中
に
は
、「
女
形
に
男
の

体
力
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
重
い
衣
裳
に
激
し
い
動
き
、
広
い
空
間
に
よ
く
通
る
声
等
の
条
件
に
耐

え
う
る
筋
力
を
、
女
性
に
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
注
９
）
。 

増
子
氏
が
述
べ
た
歌
舞
伎
の
様
式
美
と
女
形
と
の
関
係
や
、
演
者
の
肉
体
的
条
件
は
、
現
代
に
お

け
る
歌
舞
伎
に
も
適
用
可
能
で
あ
ろ
う
。
歌
舞
伎
で
は
現
在
も
古
典
演
目
が
上
演
さ
れ
、
様
式
的
な

演
技
や
演
出
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
故
に
、
歌
舞
伎
の
女
性
役
の
演
者
と
し
て
、
女
優
よ
り
も
女
形

の
ほ
う
が
適
し
て
い
る
状
況
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
一
般
的
に
女
性
よ
り
男
性
の

ほ
う
が
体
力
や
筋
力
が
あ
る
こ
と
は
、
現
代
に
お
い
て
も
変
わ
ら
ぬ
事
実
で
あ
る
。
演
技
に
体
力
を

求
め
ら
れ
る
歌
舞
伎
で
、
男
性
が
女
性
を
演
じ
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

 

四 

お
わ
り
に 

 
 

本
論
で
は
、
ま
ず
第
二
章
で
、
男
性
主
体
の
演
劇
と
し
て
の
歌
舞
伎
が
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
経
緯

を
追
っ
た
。
江
戸
時
代
に
女
歌
舞
伎
が
禁
止
さ
れ
、
若
衆
歌
舞
伎
の
禁
止
か
ら
野
郎
歌
舞
伎
が
誕
生

し
た
こ
と
で
、
男
性
主
体
の
歌
舞
伎
が
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

続
い
て
第
三
章
で
は
、
新
派
劇
か
ら
女
形
が
姿
を
消
し
た
こ
と
に
触
れ
、
現
代
に
お
け
る
歌
舞
伎

の
在
り
方
と
関
連
づ
け
て
考
察
し
た
。
歌
舞
伎
の
演
目
に
お
け
る
女
性
役
の
演
者
と
し
て
、
歌
舞
伎

の
持
つ
様
式
美
と
の
調
和
や
演
者
に
求
め
ら
れ
る
体
力
の
点
で
、
女
形
が
適
し
て
い
る
た
め
に
、
現

在
で
も
変
わ
ら
ず
男
性
だ
け
が
歌
舞
伎
を
演
じ
て
い
る
の
だ
と
結
論
づ
け
た
い
。 

 

注 （
１
）『
日
本
大
百
科
全
書
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）「
歌
舞
伎
」
の
項
を
参
照
。 

（
２
）『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
―
一
九
九
七
年
）「
歌
舞
伎
」
の
項
を
参
照
。 

（
３
）
注
（
２
）
前
掲
書
、「
若
衆
歌
舞
伎
」
の
項
を
参
照
。 

（
４
）
注
（
１
）
前
掲
書
、「
歌
舞
伎
」
の
項
を
参
照
。 

（
５
）『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
―
二
〇
〇
二
年
）「
物
真
似
狂
言
尽
」 

の
項
を
参
照
。 

（
６
）
注
（
２
）
前
掲
書
、「
演
劇
（
近
代
）」
の
項
を
参
照
。 

（
７
）
注
（
２
）
前
掲
書
、「
女
方
」
の
項
を
参
照
。 

（
８
）
増
子
博
調
「
『
か
ぶ
き
・
を
ど
り
・
女
形
』
―
―
所
作
事
源
流
考
―
―
」（『
山
野
研
究
紀
要
』 

六
巻
、
一
九
九
八
年
）
三
一
頁
。 

複数の版（Edition）がある辞典を

掲げる場合、「第何版」であるのか

を書誌情報として示すこと。 

「おわりに（or終章）」では、「はじめに」で提示した「問

い」に対する「答え」を提示する。「問い」と「答え」が

噛み合っているかを、よく確認すること。 
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（
９
）
注
（
８
）
前
掲
論
文
、
三
七
頁
。 
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